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この広報紙は、4・7・10・1月の15日に発行し、新聞折り込みでお届けしています。組合窓口や構成市町の廃棄物処理担当課にも置いてあります。

構成市町紹介シリーズの5回目は、吉川市の「エコ・ショップ」や「資源物の持ち去り禁止条例」などの取り組みをお伝えします。
次回は、松伏町を予定しています。

吉川市では、環境に配慮した取り組みをお
こなっている店舗を『吉川市エコ・ショップ
（環境にやさしい店）』として認定しています。
各店舗では、ごみ減量を積極的に取り組ん

でいただいているほか、お店独自の環境にや
さしい取り組みを実施しています。中にはお
得なポイントやサービスが受けられるお店も
あります。皆さん是非ご利用ください！
※各店舗の取組内容は吉川市のホームページ
をごらんください。

マイバッグ推進キャンペーン活動

吉川マイバッグの会では、地球にやさしい行動のひとつとして、不要の
傘を利用した「マイバッグづくり教室」や、吉川市内にあるスーパーの店
頭での啓発活動などの「マイバッグ推進キャンペーン」を実施しています。
お買い物に行く際は、マイバッグを忘れずに。皆さんのご協力をお願い

します。

吉川市では、ごみ集積所から新聞紙やアルミかんなどの資源物を持ち去
る行為を禁止するため、「吉川市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例」
を改正し、4月1日から施行しました。現在警察と連携し、持ち去り防止
のパトロールを強化しています。
吉川市内で資源ごみの持ち去り行為を発見した場合は、
環境課 ℡982─9696へ次の情報をご連絡ください。

○持ち去り行為があったごみ集積所の場所
○持ち去り行為のあった日時
○行為者の特徴（性別、年齢など）
○車両で行っている場合は、その特徴

（車種、色、ナンバー）

※行為者に直接声をかけて注意をすることは、
危険を伴いますので行わないでください。

吉川市では、平成19年4月から会員制のマ
ナーアップ倶楽部を創設しました。
会員に交付される「青いバッグ」は犬を飼

う際のマナーを守る証です。
会員となった愛犬家が散歩のマナーを守

り、さらには地域の環境美化に進んで取り組
みます。その輪を市全体へと広げ、クリーン
で快適、まさに「wonderfulな街よしかわ」
の実現に向けて活動しています。
●会員の取り組み
散歩の際はバッグを携行し、次の取り組み

を行います。
○飼い犬のフンを回収し、適正に処理する。
○飼い犬をリードでつなげる。
○むやみに他人や他の犬に飼い犬を近づけない。

※このような標準的な取り組みの他にも難易
度の高い取り組みも選択が可能です。
●会員数　448人
●対　象
吉川市に飼い犬を登録し、狂犬病予防注射

を摂取している犬の飼い主
●登　録
申請書に登録費500円を添えて環境課へ

（初回のみ）

＜販売店＞
○おむすびのそうきや (コンビニエンスストア)
○木の下商店 (コンビニエンスストア)
○KCSあづまや (コンビニエンスストア)
○静岡屋 (茶葉・急須販売)
○東京西川チェーン いわひらや (寝具店)
○とうふ工房 翁 (とうふ販売)
○NUSHISA (陶器店)
○バラエティストアー カマニ
○ラッピーランド (物産店) 
＜飲食店＞
○カフェ茶居夢 (カフェレストラン)
○香福飯店 (中華料理)
○さかい食堂 (とんかつ屋)
○そば処 なかだ (そば屋)
○レストラン コヤノ (洋食店)
＜スーパーマーケット＞
○ビッグ・エー吉川店
○ビッグ・エー吉川高富店
○スーパーライフ吉川店
○スーパーライフ吉川駅前店

＜ベーカリー・菓子販売店＞
○御菓子司 中村屋（和菓子店）
○菓子工房　雨のち晴れ（洋菓子店）
○四季のパン市場 ボヌール（パン屋）
○とよだ商店（煎餅屋）
○二合半堂 まつざわ煎餅（煎餅屋）
○パティスリーハヤノ（洋菓子店）
○プチ・フール（パン屋）
○まるしん菓子店（和菓子店）
＜サービス業＞
○アイオート 田中自動車（自動車修理・販売）
○川島企画（葬祭業）
○幸告屋（ホームページ制作）
○スピードクリーニング 石居 (クリーニング店)
○東日本エア・ウォーター・エネルギー(株) 
（宅配ミネラルウォーター・LPガス事業）
○フォトスタジオ清宮（写真スタジオ）
○ヨシケイ東埼玉（夕食食材宅配）
＜美容室＞
○Hair Art ROCO Factory
○hair Happy

『吉川市エコ・ショップ認定店』ご紹介！

飼い主さんが使いやすいよう
に設計されたバッグ

1月30日(土)永田公園で開催
された吉川ワンだふる倶楽部
交流会と犬のしつけ方教室

レジ袋1枚を断ると、60Ｗの電球が
1時間点灯するエネルギーを節約
できることになります。
限りある資源を大切に。
できることから始めましょう。

目印は緑のステッカー

※詳しい内容は、吉川市環境課 環境保全係まで ℡982－9698

吉川市エコショップ認定店一覧 検 索 
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東埼玉資源環境組合

平
成
22
年
度
組
合
運
営
方
針

3
月
26
日
に
、
東
埼
玉
資
源
環

境
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
高
橋
努
管
理
者
が
平
成
22
年

度
の
組
合
運
営
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。

高橋努管理者

は
じ
め
に

本
定
例
組
合
議
会
は
、
新
年
度
の
組

合
運
営
の
た
め
の
予
算
案
及
び
議
案
を

ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
管
理
者
と

し
て
の
組
合
運
営
方
針
を
申
し
上
げ
、

議
員
の
皆
様
は
じ
め
管
内
住
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

気
象
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
1

0
0
年
で
世
界
の
平
均
気
温
は
0
・
68

度
、
日
本
の
平
均
気
温
は
1
・
13
度
上

昇
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
地
球
環
境
を

取
り
巻
く
状
況
は
日
々
厳
し
さ
を
増

し
、
環
境
を
取
り
巻
く
諸
問
題
は
緊
急

に
解
決
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
末
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
て
、

「
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
　
第
15

回
締
約
国
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
京
都

議
定
書
に
続
く
2
0
1
3
年
以
降
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
指
す
合
意
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
今

年
の
2
月
に
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
等
の
先
進
国
及
び
中
国
、
イ
ン
ド
な

ど
の
発
展
途
上
国
を
含
む
58
カ
国
が
、

2
0
2
0
年
ま
で
の
各
国
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
を
国
連
に
提
出
い
た
し

ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
鳩
山
首
相
か
ら
国

連
総
会
の
会
合
に
お
い
て
「
2
0
2
0

年
ま
で
に
25
％
を
削
減
す
る
こ
と
を
目

指
す
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
お
り
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
を
1
9
9
0
年
に
比

べ
て
25
％
削
減
す
る
と
し
た
数
値
目

標
」
を
国
連
に
提
出
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
環
境
省
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
国
民
運
動
を
こ
れ
ま
で
の
「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
％
」
か
ら
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
25
」
へ
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を

総
動
員
し
て
国
民
と
一
緒
に
温
暖
化
防

止
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
チ
ャ
レ

ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対

す
る
政
策
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
で
は
、
構
成
市
･
町
と
連
携
の

も
と
、
管
内
住
民
及
び
事
業
者
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
資
源
の
消
費
並
び
に

廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
循
環
型
社

会
の
形
成
、
及
び
脱
温
暖
化
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
合
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地

球
に
や
さ
し
い
環
境
管
理
に
関
す
る
国

際
規
格
で
あ
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
」
の
環

境
方
針
の
も
と
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
拡
充
及
び
施
設
の
適
正
か
つ
効
率

的
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

良
好
な
地
域
環
境
の
保
全
並
び
に
環
境

負
荷
の
軽
減
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

開
か
れ
た
組
合

管
内
住
民
の
皆
様
に
、
組
合
の
運
営

状
況
等
に
つ
い
て
迅
速
で
き
め
細
か
な

情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
年
4
回
発
行

の
「
広
報
リ
ユ
ー
ス
」
や
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
各
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」
に
つ
い
て
は
掲
載
内

容
を
一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
年
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
環
境
と
情
報
の
集
い
」

は
、
施
設
の
運
転
状
況
や
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
組
合
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
管
内
の
小
学
4
年
生
応
募

に
よ
る
絵
画
展
も
大
変
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
参
加
団
体
の

ご
協
力
の
も
と
実
施
内
容
の
充
実
を
は

か
り
な
が
ら
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
第
一
工
場
の
施
設
見

学
を
行
う
ほ
か
、
親
子
で
参
加
す
る

「
夏
休
み
親
子
ス
ク
ー
ル
」
の
開
催
、

構
成
市
・
町
で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

の
「
組
合
コ
ー
ナ
ー
」
の
開
設
。
さ
ら

に
、
管
内
小
中
学
生
に
よ
る
非
木
材
紙

の
原
料
と
な
る
「
ケ
ナ
フ
」
の
栽
培
を

援
助
し
、
ご
み
減
量
や
環
境
問
題
の
啓

発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
目
的
に
作

製
し
た
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
買
物
袋

「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
の
販
売
や
枝
・
草
を

活
用
し
た
、
た
い
肥
の
販
売
等
を
通
じ

て
ご
み
減
量
化
の
啓
発
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

構
成
市
・
町
と
と
も
に
積
極
的
に
進

め
て
い
る
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は
、

分
別
収
集
の
推
進
に
よ
り
、
着
実
に
そ

の
成
果
が
表
れ
て
お
り
ま
す
。
2
月
末

に
お
け
る
可
燃
ご
み
の
搬
入
量
は
、
前

年
度
に
比
べ
マ
イ
ナ
ス
2
・
42
パ
ー
セ

ン
ト
で
5，
5
8
9
・
4
9
ト
ン
の
減

量
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
管
内
の
住
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
組
合
に
搬
入

さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
と
判
断
で
き
る
段
ボ
ー
ル
・

雑
誌
・
新
聞
紙
な
ど
の
紙
類
と
布
類
が

27
・
57
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
混
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
構
成
市
･

町
と
の
連
携
を
は
か
り
、
管
内
住
民
の

皆
様
に
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

積
極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
系
ご
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
型
商
業
施
設
の
出
店
に
伴
い

ご
み
量
が
増
加
し
て
い
る
地
域
も
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
年
度
も
ご
み
の
内
容
物

調
査
を
実
施
し
、
排
出
事
業
者
並
び
に

収
集
事
業
者
に
分
別
の
徹
底
に
よ
る
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
処
理

第
一
工
場
ご
み
処
理
施
設
は
平
成
7

年
の
運
転
開
始
以
来
、
16
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
年
々
増
え
続
け
た
ご

み
の
処
理
に
、
4
炉
フ
ル
稼
働
と
い
う

過
酷
な
運
転
状
況
が
続
い
て
お
り
、
設

備
・
機
器
等
の
損
耗
や
経
年
劣
化
も
著

し
く
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
の
使
命
は
安
全
で
安
定
し
た

施
設
運
営
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
設
備
・
機
器

等
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
場
全
体

の
運
転
を
制
御
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
シ
ス
テ
ム
の
基
幹
設
備
改
造
工
事

を
、
起
債
制
度
を
活
用
し
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
制
御
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ

て
の
焼
却
炉
を
一
斉
に
停
止
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
綿
密
な
計
画
の
も

と
、
ご
み
処
理
計
画
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
設
備
・
機
器
に
必
要
な
予

備
部
品
な
ど
を
取
り
揃
え
、
不
測
の
事

態
に
も
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
ご
み
発
電
設
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
効
率
よ
く
運
転
し
、
工

場
内
等
で
使
用
す
る
電
力
を
賄
う
ほ

か
、
余
剰
電
力
は
電
力
会
社
に
売
却
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
公

共
施
設
等
に
熱
供
給
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

焼
却
灰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
溶
融
炉

で
無
害
化
及
び
減
容
化
し
た
ス
ラ
グ
に

し
、
エ
コ
パ
ー
ク
吉
川
「
み
ど
り
」
に
埋

立
処
分
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
他
は
、

埼
玉
県
営
の
最
終
処
分
場
や
秋
田
県
内

の
民
間
最
終
処
分
場
に
搬
出
処
分
す
る

と
と
も
に
、「
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
」

内
の
民
間
焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に

も
引
続
き
搬
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
焼
却

平成22年（2010年）4月号 －２－

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
定
例

会
が
、
3
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

議
会
で
は
、
管
理
者
提
出
5
議

案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
管
理
者
提
出
議
案
】

◇
第
1
号
議
案

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

…
…
…
…
原
案
可
決

◇
第
2
号
議
案

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
原
案
可
決

◇
第
3
号
議
案

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
原
案
可
決

◇
第
4
号
議
案

平
成
21
年
度
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

…
…
…
…
原
案
可
決

◇
第
5
号
議
案

平
成
22
年
度
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
会
計
予
算
に
つ
い
て

…
…
…
…
原
案
可
決

灰
・
ス
ラ
グ
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
に
処
分
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
尿
処
理

し
尿
処
理
施
設
の
運
転
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
包
括
的

民
間
委
託
方
式
に
よ
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
搬
入
さ
れ
た
、
し
尿
・
浄
化
槽

汚
泥
は
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
引
き
続
き
、
受
託
業
者
の
創
意

工
夫
に
よ
る
効
率
的
な
運
転
業
務
を
励

行
し
、
使
用
電
力
量
や
薬
剤
使
用
量
の

削
減
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
施
設
の
経
年
劣
化
に
伴
う
補
修

等
を
計
画
的
に
行
い
な
が
ら
安
全
で
安

定
し
た
運
転
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
終
処
分
場

最
終
処
分
場
エ
コ
パ
ー
ク
吉
川
「
み

ど
り
」の
運
転
管
理
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
し
尿
処
理
施
設
と

同
様
に
包
括
的
民
間
委
託
方
式
を
導
入

し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層

の
運
転
業
務
の
効
率
化
及
び
経
費
の
削

減
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
川
駅
南
特
定
土
地
区
画
整
理
地
内

に
あ
り
ま
す
旧
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
で
に
埋
立
を
終
了
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
吉
川
市
に
お
い
て
近
隣

公
園
と
一
体
と
な
っ
た
多
目
的
広
場
と

し
て
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

浸
出
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
整
備
を
行
い
、
安
全
で

安
心
な
浸
出
水
処
理
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
、
せ
ん
定
枝
・
刈
り

草
の
た
い
肥
化
事
業
は
、
管
内
住
民
の

皆
様
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
た
い
肥
化
に
よ
る
焼
却
ご
み
削

減
と
と
も
に
、
資
源
の
有
効
利
用
が
は

か
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
溶
融
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
埼
玉
県
内
の
公
共
事

業
の
一
部
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
細

骨
材
の
代
替
え
と
し
て
の
利
用
が
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
埼
玉
県
及
び
構
成
市
・
町
と
の
連

携
の
も
と
に
管
内
の
公
共
事
業
で
使
用

す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
へ
の
利
用
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設

新
第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
地
元

の
皆
様
方
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
10
月
26
日
に
柿
木

町
町
会
、
草
加
市
、
組
合
の
三
者
に
よ

る
公
害
防
止
協
定
書
の
締
結
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
工
場
周
辺
10
町
会
・
自

治
会
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
第
二
工
場
地
元
連
絡
協
議

会
と
も
、
本
年
2
月
15
日
に
地
元
連
絡

協
議
会
、
草
加
市
、
八
潮
市
、
組
合
の

四
者
に
よ
る
公
害
防
止
協
定
書
の
締
結

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
地
元
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜

と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
都
市
計
画
変
更
と
環
境

影
響
評
価
の
事
務
手
続
き
完
了
の
後
に

は
、
拡
張
用
地
の
買
収
な
ど
を
進
め
、

施
設
の
建
設
と
20
年
間
の
運
営
事
業
の

発
注
手
続
き
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

良
好
な
地
球
環
境
を
次
世
代
に
手
渡

す
た
め
に
は
循
環
型
社
会
を
目
指
し
た

諸
施
策
を
た
ゆ
む
こ
と
な
く
続
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

組
合
で
は
、
引
き
続
き
管
内
住
民
、

事
業
者
そ
し
て
構
成
市
・
町
と
一
体
と

な
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を

推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
当
組
合
の
運
営
方
針
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
議
員
の
皆
様
、
そ
し

て
管
内
住
民
の
皆
様
に
は
限
り
な
い
ご

助
言
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
組
合
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た



平成22年度 平成22年度 組合会計予算の概要 組合会計予算の概要 
ごみの減量化と資源の有効利用をさらに推進 ごみの減量化と資源の有効利用をさらに推進 

組合の広報用ビデオを貸し出しています。問い合わせは、計画課（�966ー0121）までお願いします。

東埼玉資源環境組合－３－　平成22年（2010年）4月号

平成22年度東埼玉資源環境組合予算の概要につきましてお知らせしま
す。予算額は歳入、歳出とも82億2500万円で、前年度の80億6900万円に
比べ1.9％の増となっています。
今年度も組合は、ごみおよびし尿を安全に安定して処理するとともに、
ごみの減量化に向けた施策やごみ発電、温水供給による熱エネルギーの
有効利用を行い、地域環境に配慮した事業を積極的に推進していきます。

歳  入 
８２億２５００万円８２億２５００万円

歳  出 

分担金及び負担金
５５億円 
（６６.９％） 

使用料及び手数料
１３億６０５０万円 
（１６.５％） 

繰越金 
１億円（１.２％） 

諸収入
５０４万円（０.１％） 

財産収入
６億４００６万円（７.８％） 

組合債
６億１９４０万円（７.５％） 総務費

５億４２１６万円（６.６％） 

基金積立金
１７億７０００万円 
（２１.５％） 

議会費
３４４３万円（０.４％） 建設費 

２億２２４万円（２.５％） 

予備費 １億円（１.２％） 

事業費
５０億２８０７万円 
（６１.１％） 

公債費
５億４８１０万円 
（６.７％） 

◇分担金及び負担金 55億円（構成比66.9％）

構成5市1町から納入される分担金です。

内容は各市・町が均等に負担する平等割が

15％、ごみおよびし尿の搬入量により決定する搬

入割が85％となっています。なお、今年度の各

市・町別の分担金は次のとおりです。

�越谷市 18億1399万4000円（33.0％）

�草加市 13億4808万6000円（24.5％）

�八潮市 6億4375万9000円（11.7％）

�三郷市 8億9016万7000円（16.2％）

�吉川市 4億8638万1000円（ 8.8％）

�松伏町 3億1761万3000円（ 5.8％）

◇使用料及び手数料 13億6050万円（16.5％）

ショッピングモールやコンビニなどの事業所

から排出される事業系ごみの処理手数料です。

手数料は10キログラム当たり210円です。

◇財産収入 6億4006万円（7.8％）

ごみ焼却時に発生する熱エネルギーを利用し

て作る電力やせん定枝などから作る堆肥の売払

代金などです。

◇組合債 6億1940万円（7.5％）

第一工場ごみ処理施設整備事業に係る事業債

です。

◇繰越金 1億円（1.2％）

前年度からの繰越金です。

◇諸収入 504万円（0.1％）

金属類売払代金や温水の熱供給実費徴収金な

どの収入です。

◇事業費 50億2807万円（構成比61.1％）
施設を安全に安定して運転するための費用

で、主なものは次のとおりです。
�ごみおよびし尿処理施設、最終処分場などの
運転・保守管理などの委託料などです
�定期的に焼却炉や灰溶融炉などの各種機械類
をオーバーホールするなどの工事費用です
�老朽化した分散型制御システムなどを更新する
ためのごみ処理基幹設備改造工事費用です
�老朽化したボイラー水管、復水器を更新する
ための発電基幹設備改造工事費用です
�焼却炉から発生する排ガス中の塩化水素や窒
素酸化物などを安全に処理するための薬剤購
入費です
�ダイオキシン類などの各種排ガスの測定、ご
みの減量化をはかるためのごみの組成分析、
水質・作業環境の測定調査、ごみ調査などの
検査委託料です
◇基金積立金 17億7000万円（同21.5％）
廃棄物処理施設整備基金への積立金です。
◇公債費 5億4810万円（同6.7％）
第一工場の建設事業などの借入金の償還金です。

◇総務費 5億4216万円（同6.6％）
総務費の主なものは次のとおりです。
�透明で開かれた組合として、組合の情報を広く
積極的に提供するための「広報リユース」の
発行費用です
�ごみの排出抑制のため、「環境と情報の集い」や
「夏休み親子スクール」などの事業を通し、総
合的な啓発活動を行なうための費用です
�組合の庁舎を、安全で利用しやすく維持管理
するための委託料などです
◇建設費 2億224万円（同2.5％）
第二工場ごみ処理施設建設に係る費用です。
◇議会費 3443万円（同0.4％）
議会運営に係る費用などです。
◇予備費 1億円（同1.2％）
予備費として1億円を計上しています。
◇債務負担行為
限度額：7億円および利子相当額
第二工場ごみ処理施設建設に伴う用地を買い

取るために設定します。

平成22年度におきましても、組合では限られ
た予算を効率よく配分し、最小の経費で最大の
効果が得られるよう編成しました。しかし、ご
み排出量が増加すればその分処理経費もまた増
えることになります。
ごみの資源化と減量化をはかることは、処理

経費を減少させるだけでなく、地域と地球環境
への負荷の軽減にもなります。
管内住民の皆様には、引き続きごみの資源化

と減量化にご協力ください。

歳 入  歳 入  

歳 出  

歳 入  

歳 出  歳 出  

立
松
和
平
さ
ん
の

コ
ラ
ム
終
了
に
つ
い
て

長
い
あ
い
だ
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
コ
ラ
ム
が

1
月
号
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

「
広
報
リ
ユ
ー
ス
」
へ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
平
成
13
年
5
月

号
か
ら
平
成
22
年
1
月
号
ま
で
9
年
間
、
延
べ
40
回
に
わ

た
り
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
さ

れ
て
く
る
原
稿
は
、
太
い
万
年
筆
を
使
っ
て
、
人
柄
が
し

の
ば
れ
る
よ
う
な
角
の
と
れ
た
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、

独
特
な
字
体
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
原
稿
を
忠
実
に

広
報
紙
へ
掲
載
す
る
た
め
に
、
通
常
3
回
に
わ
た
り
確
認

を
お
願
い
し
て
い
た
校
正
は
、「
1
回
す
れ
ば
充
分
で
す

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
、
編
集
担
当
者
と
し
て

は
も
の
す
ご
く
心
配
し
な
が
ら
広
報
紙
の
で
き
あ
が
り
を

待
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

40
回
に
わ
た
る
コ
ラ
ム
は
、「
子
供
の
記
憶
」
や
「
世
界

環
境
見
聞
録
」
な
ど
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
あ
り
、
知
床
の
電

気
自
動
車
と
足
尾
物
語
は
10
回
の
連
載
と
な
り
ま
し
た
。

読
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
る
」、

「
早
く
次
号
が
読
み
た
い
」
と
の
声
を
数
多
く
い
た
だ
き
、

熱
心
な
フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

環
境
保
護
活
動
や
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
の
リ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
も
活
躍
し
た
立
松
和
平
（
本
名：

横
松
和
夫
）
さ
ん

は
、
2
月
8
日
午
後
、
多
臓
器
不
全
の
た
め
都
内
の
病
院

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
62
歳
で
し
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め

て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最後となった1月号コラムの原稿



先
日
、
昇
段
審
査
へ
向
け
た
講

習
会
を
受
講
し
て
き
ま
し
た
。
模

擬
実
技
審
査
を
行
い
、
講
師
の
先

生
か
ら
指
導
を
受
け
た
内
容
は
基

本
的
な
こ
と
ば
か
り
。
私
が
小
学

生
を
教
え
て
い
る
時
に
言
っ
て
い

る
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
（
苦

笑
）。
繰
り
返
し
何
回
も
稽
古
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
一
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎

え
仕
事
に
関
し
て
も
「
基
本
」
に

戻
り
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昇
段
審

査
は
５
月
。
と
り
あ
え
ず
挑
戦
し

て
き
ま
す
。（
Ｎ
）

リユース花だより

ち 

と 

一 

言 

ょ 

っ 

越
谷
駅

県
道
足
立
越
谷
線 

中
央
市
民
会
館 

越
谷
警
察
署

越
谷
警
察
署  

越
谷
市
立
病
院

越
谷
市
立
病
院  

越
谷
警
察
署 

葛
西
用
水 

元
荒
川 

新
方
川 

越
谷
市
立
病
院 い

き
い
き
館 

市
民
球
場 

至
松
伏 

増
林
地
区
セ
ン
タ
ー 

越谷市役所 越谷市役所 総合体育館 総合体育館 

第一工場第一工場  第一工場 
たい肥化施設 たい肥化施設 

た
い
肥
化
施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ 

案  内  図

『
リ
ユ
ー
ス
た
い
ひ
メ
チ
ャ
!!
す
く
す
く
』

の
販
売
に
つ
い
て

東埼玉資源環境組合 平成22年（2010年）4月号 －４－

越谷市　 326,189人 135,138世帯

草加市　 242,259人 104,463世帯

八潮市　 082,381人 033,780世帯

三郷市　 132,067人 054,459世帯

吉川市　 065,939人 024,548世帯

松伏町　 031,579人 011,267世帯

合　計　 880,414人 363,655世帯

こぶし（第一工場）（第一工場） こぶし（第一工場）

組
合
で
は
、
平
成
21
年
度
排
ガ
ス
中
な
ど
に
お
け
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
測
定
を
年
間
4
回
実
施
し
、
そ
の
他
の
焼
却
灰
や

水
質
等
は
2
回
測
定
し
ま
し
た
。
組
合
が
守
る
べ
き
法
的
基
準

値
、
測
定
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
測
定
の
結
果
、
基
準

値
を
超
え
る
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
組
合
で
は
法
律
が
定
め
る
基
準
値
よ
り
も
厳
し
い
自

主
基
準
値
を
設
定
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
測
定
項
目
で
自
主
基

準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
や
地
球
環
境
保
全

の
た
め
、
施
設
の
適
正
な
運
転
管
理
を
行
い
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
や
各
種
排
ガ
ス
等
の
発
生
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

排
ガ
ス
中
な
ど
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
及
び
そ
の
他
測
定
結
果
に
つ
い
て

統 計 デ ー タ  
平成21年4月～平成22年3月実績値 

■可燃ごみ搬入量（前年度対比） 

21年度 

20年度 

245,549t （98%） 

250,542ｔ 

 

■し尿搬入量（前年度対比） 

21年度 

20年度 

85,091� （97%） 

87,722� 

■売払電力量（前年度対比） 

21年度 

20年度 

87,233,520kwh （95%） 

91,659,840kwh

■熱供給量（前年度対比） 

21年度 

20年度 

15,630GJ （104%） 

15,067GJ

※熱供給量　Ｇ（ギガ）＝10億の単位 
　　　　　　1Ｊ（ジュール）≒0.24�（カロリー） 

■たい肥化施設搬入量（前年度対比） 

21年度 

20年度 

1,821t （92%） 

1,989ｔ 

 

平成21年度 ダイオキシン類等測定結果 

ng（ナノグラム）… 10億分の1グラム　　pg（ピコグラム）… 1兆分の1グラム 
TEQ…毒性等量のことで、ダイオキシン類の量をダイオキシン類の中で最も毒性の強い2、3、7、8 
            －四塩化ダイオキシンの毒性等量に換算した数値。 
Nm（ノルマル立法メートル）… 0℃、1気圧の標準状態に換算した気体の体積 3

1回目 2回目 1回目 2回目 

1号炉 

2号炉 

3号炉 

4号炉 （平成21年6月5日） （平成21年8月19日） （平成21年11月13日） （平成22年1月8日） 
0.0015 0.011 0.0028 0.0041

測　定　項　目 1回目 基準値 2回目 

（平成21年6月5日） （平成21年11月13日） （平成21年6月5日） （平成21年11月13日） 
4号炉 0.11 0.025 0.31 0.62

（平成21年7月3日） （平成21年12月25日） （平成21年7月3日） （平成21年12月25日） 3号炉 0.0037 0.011 0.47 0.71

（平成21年6月4日） （平成21年11月12日） （平成21年6月4日） （平成21年11月12日） 2号炉 0.0052 0.010 0.74 0.51

（平成21年7月16日） （平成21年12月2日） （平成21年7月16日） （平成21年12月2日） 1号炉 0.017 0.0058 1.0 0.57

基準値 3ng-TEQ/g 基準値 3ng-TEQ/g
焼 却 灰 ばいじん 

（平成21年7月3日） （平成21年9月3日） （平成21年12月25日） （平成22年2月2日） 
0.0028 0.0023 0.0078 0.0017

（平成22年2月10日） 

（平成22年1月7日） 

焼却炉 

溶融スラグ 

第一工場排水 

旧最終処分場放流水 

新最終処分場放流水 

3ng-TEQ/g

10pg-TEQ/� 

0.000052

0.0028

0.00036

0.000024

（平成21年7月8日） 

（平成21年6月11日） 

（平成21年6月10日） 

（平成21年6月10日） 

0.000017

0.10

0.00071

0.00087

（平成22年1月13日） 

（平成21年12月21日） 

（平成21年12月9日） 

（平成21年12月9日） 

（　）は測定日 

排 ガ ス 
基準値 1ng-TEQ/Nm

1回目 2回目 3回目 4回目 

焼却炉 

（平成21年9月2日） 

（平成21年8月5日） 

（平成21年7月16日） 

（平成21年6月4日） 

（平成21年12月2日） 

（平成21年11月12日） 

0.0052

0.00610.0033 0.00028 0.0034

0.0068 0.00290.038

3

松伏町 

越谷市 
吉川市 

草加市 

八潮市 

三郷市 

管
内
人
口 

管
内
人
口 

（
平
成
22
年
3
月
１
日
現
在
）

2月28日（日）午前10時から第19回八潮市
消費生活展がやしお生涯楽習館で開催されま
した。
当組合も参加し、ごみ減量化や搬入量など

についての情報提供を行いました。「リユー
スたいひメチャ!! すくすく」や啓発用トイレッ
トペーパー、組合パンフレットの配布をしな
がらＰＲ活動を実施しました。
当日は、消費生活相談コーナーの設置やス

タンプラリー、小松菜および野菜苗の無料配
布、まぜごはんや蒸しパンの模擬店などがあ
り、悪天候にもかかわらず多くの来場者でに
ぎわっていました。また、新聞紙で作るブロ
ーチやチラシで作るバンバンボールなどの体
験コーナーや野菜の販売、立体消しゴムの展
示・販売、くらしに役立つパネル展示などが
あり、来場者は楽しみながら各ブースを見て
回っていました。

会場全景 

組合ブース組合ブース 組合ブース 

……………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◎

組合では、毎月第3日曜日に展望台を公開しています。今後の公開日は、4月18日、5月16日、6月20日、7月18日の午前10時から午後4時までです。

買
物
に
便
利
な
布
製
の
バ
ッ
グ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
価
格
　
1
枚
4
0
0
円

◆
大
き
さ
　
タ
テ
36
�
×
ヨ
コ
46
�
×
底
マ
チ
14
�
、

持
ち
手
（
ひ
も
）
60
�

◆
販
売
場
所
　
第
一
工
場
事
務
所

◆
受
付
・
問
合
せ
先
　
計
画
課

�
9
6
6
＝
0
1
2
1

※
な
お
、
第
一
工
場
か
ら
遠
方
の
方
や
大
量
購
入
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

好

評

販

売

中

 
樹
木
な
ど
の
せ
ん
定
し
た
枝
や
河
川
の
刈
り
草
か
ら
た

い
肥
を
生
産
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
販
売
日
　
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
2
時
〜
4
時

◆
販
売
対
象
　
管
内
住
民

◆
価
　
　
格
　
た
い
肥
10
㎏
あ
た
り
1
0
0
円

◆
販
売
量
　
10
㎏
単
位
で
1
0
0
㎏
ま
で

※
必
ず
入
れ
物
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
場
所
　
第
一
工
場
た
い
肥
化
施
設

越
谷
市
増
林
三
丁
目
2
番
地
1

●
た
い
肥
販
売
の
一
時
休
止
に
つ
い
て

管
内
の
皆
さ
ん
に
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
た
い

肥
の
販
売
は
、
在
庫
の
品
切
れ
に
よ
り
7
月
の
1
カ
月
間

休
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
8
月
2
日
（
月
）
か
ら
販
売
を
再
開
し
ま
す
。

◆
販
売
休
止
期
間
　
平
成
22
年
7
月
5
日
（
月
）
か
ら

7
月
27
日
（
火
）
ま
で

せ
ん
定
枝
・
刈
り
草
の
個
人
持
ち
込
み

家
庭
か
ら
出
る
せ
ん
定
枝
・
刈
り
草
の
個
人
直
接
持
ち
込
み

を
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

◆
受
入
日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

◆
受
入
場
所
　
た
い
肥
化
施
設

◆
受
入
条
件
　
太
さ
…
直
径
15
�
以
下
、

長
さ
…
1
0
0
�
以
下
程
度

枝
・
草
は
分
け
て
持
ち
込
む

〈
搬
入
で
き
な
い
も
の
〉
根
の
つ
い
た
樹
木
・
材
木
・
竹
・

し
ゅ
ろ
な
ど

◆
受
入
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時
、
午
後
1
時
〜
4
時

◆
問
合
せ
先
　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
課
　
�
9
3
6
＝
1
2
5
1

エ
コ
バ
ッ
グ

八潮市消費生活展に参加しました
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